
令和元年度 

第１回 倉渕地域振興協議会 次第 

日  時：令和元年６月３日（月） 

午後１時３０分～ 

場  所：倉渕支所３階 倉渕公民館活動室 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 議  事 

（１）倉渕地域に関わる事業報告について  資料１ 

（２）倉渕地域のまちづくりに関する意見について  資料２ 

４ 連絡事項 

５ 閉  会 

＜配布資料＞ 

資料１ 倉渕地域に関わる事業報告一覧  

資料２ 倉渕地域のまちづくりに関する意見一覧 

参考資料 平成３１年度 当初予算の概要 



倉渕地域に関わる事業報告一覧 

ページ 事 業 名 
所  属 

（支  所） 

１ くらぶち英語村運営事業 
企画調整課 

（地域振興課） 

２ くらぶち小栗の里指定管理事業 
観光課 

（地域振興課） 

３ くらぶちこども天文台運営事業 
文化課 

（地域振興課） 

４ 移住・定住を促進するための取り組み 

建築住宅課 

（農林建設課） 

企画調整課 

（地域振興課） 

５・６ 簡易水道整備事業 

水道局 

経営企画課 

（農林建設課） 

７・８ 地籍調査事業 
田園整備課 

（農林建設課） 

資料１





倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３１年３月３１日現在 

事務事業名 くらぶち英語村運営事業
所属 

（支所） 

総務部 企画調整課 

(倉渕支所地域振興課)

実施期間 平成 ２８ 年度～ 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 市内をはじめとする全国の小学生・中学生 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

旧川浦小の利活用と倉渕地域の

活性化等の観点から、全国の小

中学生を対象とする英語で生活

する山村留学事業を実施する。 

旧川浦小跡地に留学生たち

の生活拠点となる寄宿舎等を

整備。ネイティブスピーカーた

ちと英語で日常生活を送る中

で、実践的な英語力を身に付

けてもらう。 

平成３０年３月に寄宿舎竣工。 

平成３０年４月より通年コース開

設。週末コース、短期コースを合

わせた３つのコースで留学生を

受け入れ。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算額 

又は 

決算見込額 

平成３０年度事業実績 

合計 168,042 159,172 ・通年コース 

 21 名（小学生 15名、中学生 6名）が通年コースを修了。 

・週末コース 

 平成 30年度は年間 17回開催。述べ 262名が参加。 

・短期コース 

 夏休みのコースは 10 泊 11 日で 2回開催。38 名が参加。冬休

みのコースは 3泊 4日で 1回開催。18 名が参加。 

・平成 31年度通年コース留学生募集 

 47 名から申し込みがあり、体験留学、親子面接を経て、17名を

新規留学生として受入決定。継続留学生7名と合わせて24名で

開始予定。 

国 

県 

地方債 70,000 35,000

その他 39,578 29,382

一般 58,464 94,790 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３１年度事業予定 

合計 174,199 ・通年コース 

 留学生は 24名（小学生 14名、中学生 10名）。うち 7名が継続留学生。 

・週末コース 

 平成３1年度は年間１5回開催予定。（定員各 25名） 

・短期コース 

夏休みに 10泊 11日で 2回、冬休みに 3泊 4日で 1回開催予定。（定員各

25名） 

・2020 年度通年コース留学生の募集 

 秋ごろまでに通年コースの留学生募集を実施。体験留学、親子面接を経て、

来年 1月上旬に新年度留学生を決定する予定。 

国  

県 

地方債 35,000

その他 29,363

一般 109,836
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３１年３月３１日現在 

事務事業名 くらぶち小栗の里指定管理事業 
所属 

（支所） 

商工観光部 観光課 

(倉渕支所地域振興課)

実施期間 平成 ２６ 年度～ 事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 市民、観光客 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

市民や観光客が、憩い楽しめる倉

渕地域の情報発信基地の要素を

もった拠点施設を整備し地域の活

性化を図る。 

民間事業者等のノウハウ活用

を目的とした指定管理者制度

を活用し施設の管理運営を行

う。 

平成２６年４月４日

道の駅登録（高崎市初） 

平成２６年４月２６日

「くらぶち小栗の里」オープン

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算額 

又は 

決算見込額 

平成３０年度事業実績 

合計 20,000 20,000 
年間入場者数                620,416 人 

多目的ホール等の施設利用者数      5,028 人 

平成３０年度末までの累計入場者数  2,948,479 人 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 20,000 20,000 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３１年度事業予定 

合計 20,371 ・高崎市等がくらぶち小栗の里で実施する予定の事業 

６月 企画文化事業 『新緑の会』 

 「ぐんま緑の県民基金」関連事業 倉渕親子自然体験ツアー 

８月 くらぶちの夏祭り 

企画文化事業 『群響×倉渕中学校吹奏楽部ジョイントコンサート』 

１１月 くらぶちやまなみ祭 

１月 高崎市倉渕地域成人式 、豊田一男作品展 

２月 まちなか音楽活動事業 『倉渕まちなか音楽祭』 

       倉渕の写真コンテストほか 

・高崎市と指定管理者との連絡調整 

国  

県 

地方債 

その他 

一般 20,371
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３１年３月３１日現在 

事務事業名 くらぶちこども天文台整備事業 
所属 

（支所） 

総務部 文化課 

（倉渕支所地域振興課）

実施期間 平成３０年度 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

倉渕水沼公園内に天体観察施設

「くらぶちこども天文台」を整

備し、天体の観察を通じて宇宙

への探求心を養うことにより子

どもたちの健全な育成を図ると

ともに、倉渕地域の豊かな自然

の魅力を市内外に発信し倉渕地

域の活性化を図る。

倉渕水沼公園内に「くらぶち

こども天文台」を建設。 

（規模：約２４㎡ 天体ドーム：

直径４ｍ） 

子どもや車椅子の方にも安全

に利用できるよう、出入口にス

ロープを設置し、また室内も

段差を設けないバリアフリー

に配慮。  

地元業者に開催業務を委託。

専属スタッフを中心に、天文に

詳しい方や地元の方などボラン

ティアの協力により天体観望会

を開催。 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算額 

又は 

決算見込額 

平成３０年度事業実績 

合計 35,000 35,301 3 月 16 日オープン 

天体観望会実施日 8日 

来場者数 延べ 447 人 
国 

県 

地方債 

その他 31,000 31,000

一般 4,000 4,301 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３１年度事業予定 

合計 

国 

県 

地方債 

その他 

一般 
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３１年３月３１日現在 

事務事業名 移住・定住を促進するための取り組み 
所属 

（支所） 

建設部 建築住宅課 

(倉渕支所農林建設課)

総務部 企画調整課 

（倉渕支所地域振興課）

実施期間 
空き家緊急総合対策事業：平成２６年度～ 

移住促進資金利子補給金制度：平成２８年度～ 
事業の種類 ソフト事業 

【事業概要】 

対 象 倉渕・榛名・吉井地域 

実施目的 具体的手段 そ の 他 

倉渕・榛名・吉井地域の人口減少

対策の一環として、同地域の移

住・定住を促進する。 

・空き家緊急総合対策事業 

・移住促進資金利子補給金制度

・空き家緊急総合対策事業： 
空き家を住居として借りる場合、

家賃の一部を助成 

・移住促進資金利子補給金制度： 
移住・定住するための住居取得

に際して受けた融資の利子５年

分を全額補給 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算額 

又は 

決算見込額 

平成３０年度事業実績 

合計 128,000 171,973 ・空き家緊急総合対策事業 204 件（倉渕地域 13件） 

制度 1 空き家管理の一部助成   36 件（倉渕地域 1件） 

制度2 解体費用の一部助成    148件（倉渕地域11件） 

制度 5 空き家家賃一部助成     11 件（倉渕地域 1件） 

・移住促進資金利子補給金制度

   110 件うち倉渕地域 2件（平成 30年度認定者） 

国  

県 

地方債 

その他 

一般 128,000 171,973 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３１年度事業予定 

合計 151,000 ・空き家緊急総合対策事業  

・移住促進資金利子補給金制度 
国 

県 

地方債 

その他 

一般 151,000 
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３１年３月３１日現在 

事務事業名 簡易水道整備事業 
所属 

（支所） 
水道局経営企画課 
（農林建設課） 

実施期間 平成 １８ 年度 ～ 平成 ３１ 年度 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

簡易水道の安定供給を図る。 簡易水道施設の整備及び維
持管理を行う。 

簡易水道事業 
・倉渕支所管内５事業 
・箕郷支所管内２事業 
・榛名支所管内８事業 

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算額 

又は 

決算見込額 

平成３０年度事業実績 

合計 200,133 188,312 施設整備 
・川浦西簡易水道 小倉配水池導水管布設替工事 

維持管理 
・簡易水道施設 
（中部・三ノ倉・川浦・川浦西・相満） 

国 －  －  

県 －  －  

地方債 －  －  

その他 －  －  

一般 200,133 188,312 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３１年度事業予定 

合計 185,278 施設整備 
・中部簡易水道 権田・岩下地区配水管布設替工事 

維持管理 
・簡易水道施設（中部・三ノ倉・川浦・川浦西・相満） 

国 － 

県 － 

地方債 － 

その他 － 

一般 185,278 
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H31 施工箇所

中部簡易水道 権田・岩下地区配水管布設替工事 位 置 図

国道４０６号 
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倉渕地域に関わる事業報告書 

平成３１年３月３１日現在 

事務事業名 地籍調査事業 
所属 

（支所） 
農政部田園整備課 
（農林建設課） 

実施期間 平成 １５ 年度 ～ 平成 ６４ 年度 事業の種類 ハード事業 

【事業概要】 

対 象  

実施目的 具体的手段 そ の 他 

国土の開発・保全・利用・地籍
の明確化を図るために国土の
実態を科学的総合的に調査す
る

地権者の立会いのもと一筆
ごとに、所有者、地番、地目
及び筆界を確認し、地籍簿・
地籍図を作成する

進捗率
高崎市全体 33.93％ 
（倉渕地区  4.37％）

【事業実績】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 

決算額 

又は 

決算見込額 

平成３０年度事業実績 

合計 45,881  49,924 １年目工程（境界立会い等） 
水沼Ⅱ地区、日高Ⅳ地区、上芝Ⅳ地区、吉井Ⅶ・塩川Ⅰ地区、
保渡田Ⅵ地区 
0.58k m２

2 年目工程 
水沼Ⅰ地区、日高Ⅲ地区、上芝Ⅲ地区、吉井Ⅵ地区、 
保渡田Ⅴ地区、一枚畑・十二西・西大平地区、 
1.39k m２

国 － － 

県 31,694 37,443 

地方債 － － 

その他 1 1 

一般 14,186 12,480 

【事業予定】 

区分 

(千円) 

当初 

予算額 
平成３１年度事業予定 

合計 39,386 １年目工程（境界立会い等） 
水沼Ⅲ地区、日高Ⅴ地区、中里Ⅰ･箕郷町の一部地区、上芝Ⅴ地区、 
松之沢Ⅰ地区、塩川Ⅱ地区、寺井･堂尾根･東大平地区 
1.31km２

2 年目工程 
水沼Ⅱ地区、日高Ⅳ地区、上芝Ⅳ地区、吉井Ⅶ・塩川Ⅰ地区、 
保渡田Ⅵ地区 
0.58km２

国 －  

県 27,102 

地方債 －  

その他 1 

一般 12,283 
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資料２

倉渕地域のまちづくりに関する意見一覧

倉渕支所 地域振興課



■倉渕地域のまちづくりに関する意見〔令和元年６月３日開催〕

内容区分 意  見 回  答

人口減少対策について 高崎駅周辺の数カ所の集客施設でにぎわいを増

し、産業団地整備による企業誘致などで、市全体で

は人口増加が見込まれていると思うが、倉渕地域で

は人口減少が続いている。

倉渕地域の人口減少を食い止めるため、どのよう

な対策を行っているか教えてほしい。

ハード面では、市営住宅、ふるさと住宅、新規就農

者研修施設を整備しており、ソフト面では、移住促進

資金利子補給金制度や空き家緊急総合対策制度の活用

促進を図るなど、新規就農者を初めとして、倉渕地域

へ移住を希望している方々の受け入れ態勢を整えてい

る。

また、道の駅くらぶち小栗の里、くらぶち英語村、

倉渕サッカー場やくらぶちこども天文台などの整備を

行い、倉渕地域外からの集客を増やすことで、交流人

口の増加を図り、それを定住人口の増加につなげてい

きたいと考えている。

河川敷の環境美化につい

て

夏になると、せせらぎ公園付近の相間川河川敷で

バーベキューや川遊びをしている人が多く見られ

るが、ゴミが散らかっており、また、食べ残しに虫

などが寄って不衛生である。そこで、きれいな川を

保ち続けるための検討をお願いしたい。

河川敷の利用は自由となっており、火の始末やゴミ

の処理は自己責任で行うことになっている。

相間川は一級河川で、河川敷を含め県の管理となっ

ているが、市としても積極的に環境美化への啓発活動

を行っていきたい。まずは、注意看板等の設置を検討

するとともに、地域ボランティアに定期的な清掃をお

願いするなどし、河川の環境美化に努めたい。
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